
2 各種委員会報告 
 

2.1 図書委員会 

2012 年度は委員会を 4 回開催した。各回の審議事項は下記のとおりである。 

  第 1 回（5 月 18 日）  ①2012 年度各種委員会委員構成について 

②2013 年度教育・研究に関する年度計画書等の提出について 

③中野図書館の雑誌・継続図書購入について 

  第 2 回（6 月 22 日） ①2013 年度教育・研究に関する単年度計画について 

 ②2013 年度教育・研究に関する長期・中期計画書について 

 ③重点項目（学長ヒアリング）について 

 ④特別資料選定対象の金額範囲について 

 ⑤中央図書館内に設置する防犯カメラについて 

 ⑥明治大学図書館書評コンテスト選考委員会内規（案）について 

            ⑦明治大学図書館日本近代文学文庫選書委員会運営内規（案）について 

第 3 回（10 月 31 日） ①図書館関連規程等の廃止，制定及び改正について 

②図書館各種委員会内規の改正について 

③2013 年度予算編成について 

第 4 回（2 月 26 日） ①2013 年度図書館予算とマイナスシーリングへの対応について 

②2013 年度図書費配分について 

③逐次刊行物費抑制のための購読契約形式変更について 

④新規雑誌・新聞・電子資料新規購入申請受付の停止について 

⑤図書館各種資料申込みについて 

以上に基づき実施された政策の特記事項として，以下が挙げられる。 

 2013 年度予算について，全学的に 10％マイナスシーリングとなったことに対し，特に重要な図書

費及び開館業務委託費について交渉し，予算削減の抑制に努めた。：第 4 回① 

 逐次刊行物費の上昇を抑制するため，電子資料の購読契約形式の変更を推進することとした。こ

れに伴い，新規雑誌・新聞・電子資料の 2013 年度新規購入申請受付を停止した。：第 4 回③，④ 

 2013 年度中野図書館開館に先立ち，開館セレモニーを開催した。 
 
2.2 電子資料委員会 

 2012 年度は以下のとおり委員会を開催した。 

第 1 回（7 月 6 日） 新規研究用新聞・雑誌，新規学習用新聞・雑誌，及びバックナンバーの選定，新規

電子資料の選定 

第 2 回（2 月 19 日） 新規電子資料の選定，新規学習用新聞・雑誌，及びバックナンバーの選定 

上記選定の結果，研究用新聞・雑誌 6 誌（うち洋 6 誌），学習用新聞・雑誌 21 誌（うち和 15 誌，洋 6 誌），

バックナンバー13 誌（和 9 誌，洋 4 誌）を新規契約・購入した。その他データベース等電子資料について 2

点を導入することを決定した（別項「資料購入一覧 新規契約電子資料」参照）。 

そのほか，中野図書館へ設置する洋雑誌（生田図書館より移設するタイトルを含む）13 誌，和雑誌 68 誌，

新聞 13 紙，電子ジャーナル 26 タイトルの選定を承認した。 
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さらに，恒常的な学術雑誌の価格高騰と年末からの急激な円安傾向により，今後，逐次刊行物費及び電

子資料費の大幅な支出増が見込まれる。その割合は 2013 年度には図書資料費全体の 60％を超えることが

予想されることから，2013 年度の 1 年間は，新規購入申し込みの受付を一時停止とし（ただし，学習用雑誌・

新聞を除く），ビッグディール契約の見直しを中心とした，購読タイトルをキャンセルするための基準策定を構

築する期間とするよう，図書委員会へ上程した。 

 

2.3 特別資料選定委員会 

5 月 25 日に第 1 回選定委員会を開催し審議を行った。その結果，応募資料 5 点の中から次の 1 点を選定

し，図書館長了承のうえ購入した。 

 セバスティアン・ブラント『阿呆船』 "Stultifera navis"ラテン語版 1497 年 ストラスブール 

また， 12 月 3 日に第 2 回選定委員会を開催し審議を行い，その結果，第 1 回選定保留資料を含む応募

資料 6 点の中から次の 3 点を選定し，図書館長了承のうえ購入した。 

 米国統合参謀本部（JCS）文書 "Records of the Joint Chiefs of Staff, 1942-1960" マイクロフィル

ム版 Part1，Part2（一部），Part 3 計 112 リール 

 山一證券株式会社 : 東京大学経済学部図書館所蔵資料 マイクロフィルム版 第 1-2 集 計

142 リール＋DVD-ROM   

 「パリ：その歴史と景観」図書コレクション 計 93 冊 19-20 世紀刊 

（購入内容は，別項「資料購入一覧 図書館特別資料」にも記載。） 

 

2.4 アフリカ文庫選定委員会 

7 月 18 日に第 1 回委員会を開催し,図書の選定を行った。また，200 冊近い寄贈を受けた。 

2012 年度はイベントの実施はなかった。 
 
2.5 江戸文藝文庫選定委員会 

 本年度は委員会を招集せず，メーリングリストによる会議の形式で協議・選定を行った。その結果，購入し

た資料は以下のとおりである。 

 桃花流水 / 一筆庵可候作 ; 溪齋英泉画 文政 4 

 世諺口紺屋雛形 / 曲亭馬琴作 ; 子興 [画] 寛政 11 

 赤ぼしさうし / 秋里籬嶌[著] 文化 7 

 繪本ふちはかま / 絳山樵夫撰 ; 柳川重山画 天保 7 

 荒磯割烹鯉魚膓 / 久保田彦作著 ; 守川周重画 明治 14 

 島田一郎梅雨日記 / 岡本勘造綴 ; 櫻齋房種畫 ; 芳川春濤閲 明治 12 

 今常盤布施譚 / 松林伯圓著作 ; 梅堂國政圖画 明治 12 

 雪月花三遊新話 / 篠田仙果著 ; 生田芳春画 明治 13 

 澤村田之助曙草紙 / 岡本起泉綴 ; 楊洲周延畫 ; 芳川春濤閲 明治 13 

 綾重衣紋廼春秋 / 伊東專三著 ; 梅堂國政画 ; 天野可春閲 明治 13 

 霜夜鐘十時辻筮 / 武田交來録 ; 大蘇芳年畫 明治 14 

 籬の菊操鏡 / 渡邉文京綴 ; 孟齋芳乕, 櫻齋房種画 明治 14-明治 15 
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2.6 蘆田文庫選定委員会 

例年のとおり，定例の委員会の開催は最小限にとどめ，相互の連絡による機動的な選定活動を行った。本

年度は以下の資料を選定した。 

 China : according to the newest and most exact observations / by Herman Moll. -- [s.n], 17-- 

 Nouvelle carte de l'empire de la Chine et les païs circonvoisins = Nieuwe kaart van 't Keizerryk 

China en de aangrensende landen / Isaac Tirion. -- Chez Isaac Tirion, 17-- 

 Nieuwe Kaart van Tartarie : na de alderlaaste ondekking int ligt gebragt / door Isaak Tirion. -- 

Tirion, 17--. 

 Carte du Kamtchatka / dressée et gravée par Laurent. -- [s.n.], 17-- 

 Japan / drawn under the direction of Mr. Pinkerton by L. Hebert. -- Cadell & Davies, Strand & 

Longman, ..., 1809 

 銅版萬國方圖 / 安積艮齋 [序]. -- [製作者不明], 1846 

 大日本掌中縮圖 / 酒井景齊選者 ; 吉泉子英壽校訂. -- 大聚堂 

 日本全圖 / 野際馨編纂. -- 學友舘, 1893 

 蝦夷地古写図. -- [書写者不明], 18-- 

 蝦夷海陸路程全圖 / 小野寺謙 [作]. -- 播磨屋勝五郎, 1855 

 山丹乃唐太島図. -- [書写者不明], 18-- 

 エトロフ島図. -- [書写者不明] 

 天象改之圖. -- [書写者不明] 

 Noord en oost Tartaryen : behelzende eene beschryving van verscheidene Tartersche en 

nabuurige gewesten, in de noorder en oostelykste deelen van Aziën en Europa / zedert 

naauwkeurig onderzoek van veele jaaren, en eigen ondervinding ontworpen, beschreven, geteekent, 

en in 't licht gegeven door Nicolaas Witsen ; 1. deel, 2. deel. -- Nieuwe uitgaaf. -- M. Schalekamp, 

1785. 

 
2.7 日本近代文学文庫選書委員会 

年度初めに委員会を開催し，日本近代文学文庫選書基準（案）及び選書方法を確認した。資料の選定は

6月と10月に行い，年度末の追加購入を含め，候補とした資料はほぼ購入することができた。2012年度の主

な収集資料は以下のとおりである。 

 印象派以後 / 木下杢太郎. – 日本美術学院, 大 5 

 心理試験 / 江戸川乱歩. -- 春陽堂, 大 14 

 木靴 / 久米正雄. -- 改造社, 昭 2 

 ふらんす人形 / 大仏次郎. -- 新潮社, 昭 7 

 少年人生劇場 / 尾崎士郎. -- 東光出版者, 昭 25 

 黒蜥蜴 / 三島由紀夫. – 牧羊社, 昭 45 

 
2.8 ケベック文庫選定委員会 

カナダケベック州政府の助成金と本学拠出金を合わせて，ケベック文庫資料の選定をこれまで行ってきた。

2010 年にケベック州政府の助成が中止となり，今年度は資料の購入を図書館としても一旦停止した。 

ケベック文庫は，ケベック州に関する資料を収集するという他機関には見られない特徴を持った文庫であり，

助成が得られない状況の中で今後どのように存続させていくのか，早急に決定する必要があろう。 

 
 

7



2.9 図書館基礎資料選定委員会 

2013 年 2 月 1 日に選定委員会を開催し，選定候補から購入資料を決定した。また，図書館各種文庫・委

員会からの推薦資料等も対象にした追加募集を行い，2 月下旬及び 3 月上旬にメール審議にて追加募集分

選定候補から購入資料を決定し，図書館予算全体の未執行額から予算振替のうえ購入した。購入内容は別

項「資料購入一覧 図書館基礎資料」のとおり。 

 

2.10 図書館紀要編集委員会 

第 17 号を刊行した。（A5 判,273 頁,2013 年 3 月 31 日刊行） 

2012 年 10 月 19 日に開催した編集委員会では，過去の編集方針を貫きつつ，理論誌とは異なって，本誌

は多様な視点から様々な原稿を集める紀要であることが確認された。 

 また，17 号では例年に引き続き，図書館蔵書を活用した研究や図書館員からの業務成果報告，講演会録

などが寄せられた他，2012 年 5 月に開館した新和泉図書館に関する学内外からの寄稿が充実した。書評コ

ンテスト入賞作品の掲載について，ページ数の都合から佳作は含まないこととなった。 
 
2.11 「らいぶ」編集委員会 

2012年度号（通算第19号）を発行した。記事は，図書館から新入生のメッセージ，教員（図書館長）からの

メッセージ，先輩から贈る新入生への図書館活用アドバイス，「図書館活用法」履修のすすめ，図書館利用

に関わる基本用語集，2012 年度ベストリーダー，第 3 回書評コンテスト優秀賞受賞作品（3 点），新和泉図書

館紹介等。新入生を主対象に学生向けの平易な読み物に仕上げた。 

A4 判，12 頁。8000 部。2012 年 3 月発行。 

 

2.12 利用案内編集委員会 

「利用案内（学生用）2012」については，2011 年度に 15,000 部印刷したが， 2012 年 5 月の和泉図書館新

規オープンに伴い,多くの見学者・視察者等へ配布したことにより，必要部数が不足したため 1,500 部増刷し

た。 

2013 年 4 月中野キャンパスオープンに伴う新設中野図書館の情報を追加し下記の利用案内を刊行した。 

① 「利用案内（学生用）2013」を刊行した。A5 変形型，28 頁，13,000 部。中野図書館案内図のページを

新たに 2 頁加え，中央図書館案内図を 4 頁から 2 頁へ削減し，総ページ数は変更しなかった。 

② 「OPAC ユーザーズガイド（冊子版）」を刊行した。A4 判，32 頁，2,000 部。 

③ 「OPAC ユーザーズガイド（ダイジェスト版）」を刊行した。A3 判，見開き 8 頁，1,050 部。 

④ 「教員用利用案内」を学内印刷にて刊行した。A4 判，16 頁，1,150 部。 

⑤ 「文献の探し方」は残部がなくなった時点で，学内印刷にて増刷することを確認した。 

 

2.13 書評コンテスト選考委員会 

応募要領を 6 月末に公開した。9 月下旬に 3 図書館で計 6 回の「書評の書き方講座」を行い，合計 47 名

が参加した。募集期間は 10 月 1 日から 31 日までであり，41 編の応募があった。図書館 4 事務室有志の協

力による予備審査を経て，12 月 15 日に選考委員会を開催し，優秀賞から佳作まで 12 名の受賞者を選定し

た。2 月 1 日に中央図書館多目的ホールで授賞式を行った。その後，受賞作品を HP と紀要に掲載したほか，

リーフレットを刊行して配布した。3 月に中央図書館 1Ｆエントランス内側に「書評コンテストコーナー」を設置

し書評対象作品を展示することにより，多くの貸出利用があった。 
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2.14 生田図書館ギャラリー運営委員会 

2013 年 2 月 27 日開催。2013 年度展示企画として応募のあった 4 件（理工学部 3 件，農学部 1 件）及び

図書館企画 3 件についての開催が承認され，合わせて企画展示の再募集を行うことを決定した。再募集の

結果，翌 3 月に理工学部から 1 件の申請があり，開催を承認した。 

 

9


